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第９０回関西広域連合委員会 

                  日時：平成３０年３月３日（土） 

                     午前１１時１５分～午後０時０分 

                  場所：大阪府立国際会議場 

開会 午前１１時３０分 

○広域連合長（井戸敏三）  大変第90回の連合委員会の開会が遅くなったことをお

わび申し上げたいと思います。それでは、早速でございますけれども、90回目になり

ます連合委員会を開会させていただきます。 

 まず、協議事項が２つあります。それから報告事項に入らせていただきます。 

 最初の協議事項は、関西広域連合の来年の組織体制についてです。事務局からご説

明願います。 

○事務局  資料１をお願いいたします。平成30年度の本部事務局の組織体制につい

てです。 

 項目１は、連携推進の強化についてです。（１）本部事務局が連携推進に関する総

合調整機能を果たしますため、参与（連携担当）を設置し、次に掲げます関西観光本

部に関することなどの業務に関しまして指導助言及び必要な調整等を行うものといた

します。 

 （２）構成府県市、官民等の連携による取組の企画調整等を効果的に推進いたしま

すため、連携推進課を新設し、課長１名、担当１名を配置いたします。 

 ２ページをお願いいたします。項目２です。平成31年度からの毒物劇物取扱者試

験・医薬品販売に係る登録販売者試験の実施に向けて体制強化を図りますため、資格

試験・免許課を再編し、参事（新事務準備担当）を廃止して、その業務を資格試験・

免許課長が担うとともに、薬剤師１名、担当１名を拡充配置いたします。 

 項目３です。現在、企画課長は次長（総括担当）が兼務、地方分権対策課長は次長

（計画調整担当）が兼務しておりますが、次長の業務負担が大きいことから同次長の
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兼務を解消し、専任の企画課長、地方分権課長を配置するものです。これに伴いまし

て次長（計画調整担当）を廃止いたしますとともに、次長（総括担当）の名称を次長

とし、その所掌については本部事務局長の職務を補佐し、本部事務局全課を指揮・監

督するものといたします。また、企画課、計画課、地方分権課につきましては、業務

量を勘案し、それぞれ担当１名を減員するものでございます。 

 項目４です。現在、議会事務局次長は本部事務局次長が兼務しておりますが、次長

職の議会事務局と本部事務局の立場を明確にいたしますため、兼務を解消し、議会事

務局次長を配置いたします。また、調査課が議事課機能を担っている業務実態を勘案

いたしまして、課の名称を議事調査課とし、同課長を議会事務局次長が兼務するもの

といたします。 

 ３ページには組織図を添付しております。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○広域連合長（井戸敏三）  ご説明したとおりの体制で30年度臨ませていただきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。特に議会事務局の次長が兼務していたの

を解消させていただくことにいたしましたので、ご理解いただきたいと思います。 

 続きまして、2019年Ｇ20サミットの首脳会議の開催につきまして、広域連合も当然

関連いたしますし、決まったことは大歓迎でありますので、松井委員から状況の説明

をお願い申し上げたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

○委員（松井一郎）  今、連合長からお話ありました、先日、2019年の日本初開催

となりますけども、Ｇ20サミットの首脳会議が大阪で開催されることが決定されまし

た。Ｇ20サミットは、これまで日本が経験したことのない大規模な国際会議でありま

して、世界の主要各国の首脳が数多く来阪をされます。 

 会場につきましてはインテックス大阪を予定しておりますが、３空港の一体的利用

や関係者のホテルの確保、警備面での警察、消防の応援など、大阪だけではなく関西

全体のお力をお借りして、職員派遣等もいただきながら万全の体制で準備を進めてい
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く必要があると考えております。このため、地元関西における推進組織として、2019

年Ｇ20大阪サミット関西推進協力協議会を来週６日に立ち上げたいと考えております。

Ｇ20サミットは世界に大阪・関西の存在感をアピールする絶好の機会でもありますし、

万博誘致の弾みになるものと考えております。関西広域連合の皆さんにもぜひともご

参画をいただき、ご協力をよろしくお願いをいたします。 

○広域連合長（井戸敏三）  協力をさせていただくんでありますが、Ｇ20の開催に

関連して、委員の皆さんから何かご質疑なりご意見がありましたらお願いいたします。 

○広域副連合長（仁坂吉伸）  それでは、ものすごく喜ばしいことだと思うので、

具体的にどんな協力をしたらいいのか、何でもやりますからどんどん言ってください。 

○委員（松井一郎）  ありがとうございます。やっぱり警備の部分につきましては、

これはやっぱり関西の各警察本部のお力添えが非常に必要だと、こう思ってます。そ

れと、あと、宿泊施設等々につきましても、これを全て大阪で賄えるのかということ

も検討しなければならないと思ってますので、ぜひ推進協議会に広域連合のそれぞれ

の自治体から人を派遣していただいて、これ、あと１年３カ月ほどしかありませんの

で、非常にタイトな日程で万全態勢を整えなければならないと、こう思っていますの

で、ご迷惑をおかけしますが、各構成府県市の方からの派遣要請をぜひお願いしたい

と思います。 

○委員（飯泉嘉門）  本当にこれは喜ばしいことですし、まさに今、松井委員から

も言われた万博の誘致、またその前哨戦としても非常にいいタイミングだと思います

ので、警察の方は恐らく警察庁からいろんな配分、応援体制つくると思いますので、

今、後段でおっしゃられた、それぞれの今度は職員、この派遣、どんなものを担って

いくのか、当然万博を想定して、そして対応をやっていただければと思いますので、

どんどんおっしゃっていただければと。そして、これを通じてとにかく世界中に大阪

を初めとする関西をＰＲできるようにしっかりと取り組んでいければと思いますので、

何なりとおっしゃっていただきたいと思います。 
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○広域連合長（井戸敏三）  松井さん、人事派遣を各府県に要請されるんだとする

と、急がれないと、人事異動もう作業が大詰めですよね、きっと。ですから、例えば

兵庫県から５人くれとか、もう割りつけていただいて要請受けた方が早いですけどね。 

○委員（松井一郎）  ありがとうございます。であれば、事務方に整理をさせまし

て、もう具体的に各構成府県市にお願いをすることといたします。どうもありがとう

ございました。 

○広域連合長（井戸敏三）  いえいえ。 

○委員（飯泉嘉門）  今の件で、大阪に例えば行くとして、例えば関西広域連合に

みんな送って、そこから行くのがいいのか、直接大阪に行くのがいいのか、これだっ

たら、でも、関西広域連合に全部派遣して行くというか、手っ取り早くはないですか。 

○広域連合長（井戸敏三）  それもいいかもしれない。 

○委員（飯泉嘉門）  それだったらプールしとけばいい訳なんで。 

○広域連合長（井戸敏三）  どうぞ、荒井さん。 

○委員（荒井正吾）  Ｇ20でも過去の開催地見てみますと、大阪では立派にされる

と思います。全然その点は心配してないんですけども、おもてなしの点でいろいろ協

力してやるのがいいかなと。 

 前、Ｇ７東京で随分前やった時に、私、交通計画課長をやっていて、サミットパス

というのを出したんですよね、東京で。サミットパスというのは、私鉄とＪＲ、ある

期間、参加者、記者団がポイントだったんだけども、記者が5,000人来ると、取材の

間、暇だから見てくださいという意味でサミットパスを出して、これ印刷代だけで済

んだんですけれども、関東の私鉄とＪＲも協力してくれた。関東の私鉄は日光から小

田原まで行けると、ＪＲはそこそこ行けるというような、地下鉄も発達してるから

色々な、浅草だの、そういうのが次の観光振興につながってきたんじゃないかと。 

 アイデアですけど、歌舞伎の隈取のデザイン考えて、印刷代だけで鉄道会社が協力

してくれた。さて関西はどうだろうかと思いますが、１つのアイデアかと。すると、
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伊勢志摩でも琵琶湖でも宝塚でも、ＪＲがどこまでかということになりますけれども、

もしうまくいけばね、関西に来る人、どのような範囲でパス発行するかによりますけ

れども、もし印刷代だけで済めば非常に効用はあると思います。 

○広域連合長（井戸敏三）  イコカですね。 

○委員（三日月大造）  いや、当時は紙じゃない。 

○広域連合長（井戸敏三）  イコカ。駅あります。 

○委員（荒井正吾）  いやいや、お金払わないんだから、その。 

○広域連合長（井戸敏三）  いや、お金は払わないんだけど、イコカのスタイルで

ないと改札が面倒。 

○委員（荒井正吾）  ああ、そうか。その時は紙を見せたら、有人のところでパス

を見せて、お土産がわりに使ってもらったということなんですけどね、電磁式のお土

産になれば、それもあるかもしれません。 

○委員（飯泉嘉門）  今、荒井知事さんからね、おもてなしということが、先ほど

松井知事さんから、あるいはペーパーの中にこの関西３空港の共同運航の話も、ここ

あるんですが、我々関西広域連合では常に大阪ベイエリア５空港、例えば南紀白浜、

うちの徳島阿波おどりとありますので、そこも視野に入れていただいて、先ほど万博

のいわば大きな実証ということも考えていくと、おもてなしという観点でも、そこへ

おりて、じゃあ特別に会場まで高速艇を走らせるとか、それは国も考えてもらえばい

い話なので、そうしたものを大胆にやってみたらいいかと思いますので、ぜひそこの

大阪ベイエリア全体を含めて考えていただければと思います。 

○広域連合長（井戸敏三）  エクスカーションでは必ずきっと京都だとか和歌山だ

とか奈良とか兵庫だとか関連して来ると思いますので、そういう面でも協力があると

思いますから。 

○委員（飯泉嘉門）  徳島……。 

○広域連合長（井戸敏三）  徳島も鳥取も、失礼しました。 
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 それでは、いずれにしても関西広域連合及びその構成府県市、政令市含めて全面的

に協力したいと思いますので、協力できること、それぞれについてよろしくお願いし

たいと思います。今おっしゃったように、どっちがいいのかは少し実務的に検討させ

ていただきたいと思います。派遣する場合、籍を一度移してから派遣するのがいいの

かどうか検討してみたいと思います。 

 それでは続きまして、報告事項になりますが、2025年の万博博覧会の誘致活動につ

きまして、お願いいたします。 

○大阪府万博誘致推進室  大阪府万博誘致推進室の芳本と申します。私から万博誘

致活動の取組について説明いたします。 

 お手元の資料３の１ページをご覧願います。誘致活動の１つの柱であります国内機

運醸成につきましては、他の立候補を圧倒する国内機運を具体的数値で示すこととし

ております。 

 資料の２ページをご覧願います。本年、２月末現在、誘致委員会の会員数は約24万

人、署名数と合わせますと賛同者数は100万人を突破いたしました。これまでの皆様

方のご理解、ご協力に厚くお礼申し上げます。今後は、会員数はもとより署名数等も

あわせまして賛同者数の拡大に引き続き皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。 

 資料３ページをご覧願います。万博誘致の決議ですが、徐々に全国に広がりを見せ

ております。資料の太い字で書いておりますように、都道府県議会では新たに石川県

議会、高知県議会に決議いただきました。また、行政団体等では全国町村議会議長会

に決議いただいたところです。さらに、関西の市町村議会でいきますと、兵庫県の篠

山市、神河町で決議をいただいております。今後もこの議会等の決議状況につきまし

ては皆さんに適宜情報提供させていただきますが、中でも構成府県内の市町村の議会

の決議につきましては、それぞれのご事情を踏まえまして個別に調整を進めておりま

す。ご支援いただいております関係府県の皆様には、この場をお借りいたしましてお

礼を申し上げます。万博誘致の決議につきましても、１つでも多く獲得できるよう、
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今後も事務局といたしまして丁寧に調整を進めてまいりますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 続きまして、資料の４ページをご覧願います。誘致活動のもう一つの柱になってお

ります海外プロモーションですが、フランスが撤退した今、ＢＩＥ加盟国への全方位

的な支持要請を行いつつ、ヨーロッパですとかアフリカなどフランスと関係が深い

国々の支持が得られるよう働きかけを強めていくことが重要と考えております。皆様

には友好都市との国際交流事業や外国要人の表敬受けなど、あらゆる機会を利用した

中央政府への働きかけにつきましてご理解、ご協力をよろしくお願いいたしたいと思

います。 

 資料の５ページ以降、これは今後のスケジュール、これまでのプロモーションの取

組事例となっておりますので、後ほどご確認いただけますと幸いでございます。 

 私から説明は以上です。 

○広域連合長（井戸敏三）  ご報告いただきました。何かお尋ねすることございま

すか。松井さん、よろしいですか。 

○委員（松井一郎）  2025年万博誘致につきましても、構成府県市の皆さんにご協

力いただきまして、今、ご説明をさせていただいたとおり順調に機運醸成、盛り上が

りが少しずつ広がってきていると思います。ただ、まだまだ絶対大丈夫という油断が

できるような状態ではありません。パリが辞退をしましても、僕が聞いてる中ではや

っぱりロシアとアゼルバイジャン、これも非常に強敵ということが言われております

から、ぜひ気を緩めることなく勝ち抜いていきたいという思いでありますから、引き

続き皆さん方のご協力とご支援をお願いします。 

 そして、いよいよ来週ＢＩＥの調査団の皆さんがこの視察に訪れます。その皆さん

方にいかに盛り上がりを肌で感じていただくのかが非常に重要ということになってお

ります。広域連合の皆さん方にもその面でもご支援をいただいておりますので、ぜひ

とも、これは関西一丸となってこの誘致を実現したいと思いますので、どうぞよろし
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くお願いします。ありがとうございます。 

○広域連合長（井戸敏三）  来週は調査団も来ますので、ぜひ協力をするとともに、

一体となって誘致活動を展開するように努力したいと思います。 

 どうぞ、荒井さん。 

○委員（荒井正吾）  協力の中で、外国要人、特にＢＩＥの加盟国へターゲットを

決めて、来られた人を、おもてなしをするということがあろうかと思うんですが、お

もてなしぐらいは喜んでさせていただきますので、割り振っていただいて、あそこへ

行って何か見てきなさいというようなのを振り分けていただくと、喜んでおもてなし

ぐらいはさせていただきたいと、食事もさせていただきたいと思います。 

○広域連合長（井戸敏三）  具体的な協力も今のような申し出をいただいておりま

すので、ぜひご活用いただければありがたいと思います。 

 続きまして、ワールドマスターズゲームズの準備状況についての報告をさせていた

だきます。 

 申しおくれましたが、午後の議会でもできるだけ紙消費を減らそうというような質

問があるようなこともありまして、大阪府さんのご協力でただ今のようなペーパーレ

スでご協議をさせていただきました。 

○委員（三日月大造）  広域連合も。 

○広域連合長（井戸敏三）  広域連合もそうしたらいいんですが、どうするんだろ

うね、これからやっていくの、ペーパーレス。 

○事務局  させていただいて、どんどん活用していきたいと。 

○広域連合長（井戸敏三）  広域連合も、それではできるだけペーパーレス化を目

指して試行をさせていただくようにしたいと思います。 

 と言いながら、ワールドマスターズまた紙に戻るんですが、よろしく説明してくだ

さい。 

○関西ワールドマスターズゲームズ2021組織委員会  組織委員会事務局長の大西で
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ございます。 

 では、資料４に基づきまして開催の準備状況についてご報告を申し上げます。これ

につきましては、一昨日、組織委員会の理事会におきまして協議し、了解をいただい

たものでございます。 

 まず、１点目でございます。平成30年度の事業計画でございます。関西大会の開催

まで３年、競技参加者の募集開始は１年前でございますから２年余りとなっておりま

す。いよいよ本番に向けまして本当に準備の最終段階という形になります。着実に万

全の準備ができるよう取り組んでまいります。 

 まず、主な取組でございますが、大会運営の準備ということで大会当日の案内所の

設置とか、あるいは受付の場所、あるいは宿泊、交通、ボランティア、安全管理、危

機管理、あるいは地域の観光・文化資源のＰＲ等のおもてなし等々、各種の取組につ

きまして外部の専門的な知見とか、あるいは実践的なノウハウを取り入れながら、各

実行委員会とも連携をしながら一体となって参加者の方が満足ができるような大会の

準備をしてまいりたいと思います。 

 ２つ目は競技でございます。競技の開催準備につきましては、実行委員会を初め各

中央の競技団体の皆さんのご協力により競技調整を一層進めてまいります。 

 それから、３番目でございます。大会のＰＲ、大会参加者の獲得に向けた取組でご

ざいます。まだまだ認知度が低うございますので、一層高めていく必要があります。

国内向け、海外向け等、それぞれターゲットを絞りまして、戦略的に効果的、効率的

な広報事業を展開してまいります。国内向けにつきましては、今年のこの８月１８日

がちょうど1,000日前ということになります、1,000日前の節目に、例えば関西各府県

のカウントダウンボードを設置していただくとか、いろんなフェスタ等連動しまして、

関西のみならず全国的にも大きな機運を盛り上げていきたいと、このように考えてお

ります。 

 次のページをお願いいたします。 
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 このことに関連いたしまして、1,000日前を契機にキャラバン隊を結成いたしまし

て、今度は全国の主要都市についてキャラバン活動のスタートをしてまいりたいと思

います。 

 また、海外向けでございますが、訪日関心層に向けまして、拡散力のありますウエ

ブメディア等のデジタルメディア等も活用しながら参画者の獲得につなげてまいりま

す。 

 また、イのところでございますが、海外関連大会でのＰＲということで、昨年もオ

ークランドに行っていただきましたけれども、今年はこの９月にマレーシアで、アジ

アで初めて開催するアジアパシフィックマスターズ大会がございますので、そういっ

た会場等も使いながら、しっかりとＰＲをしていきたいと思っておりますし、また、

ウに書いておりますように、重点国を定めながら取組をしてまいりたいと思います。

特にアジアにつきましては訪日リピーター層ですか、非常に高いですね、台湾とか香

港とか韓国とか、こういったところにスポーツアパレル等の海外戦略との連携もしな

がらＰＲをしていきたいと思います。 

 今申し上げましたアジアのペナン大会、この９月に開催をされますが、組織委員会

といたしましてもブースを出してＰＲ活動、あるいは会長にもご出席いただきまして

マレーシア政府等との関係のトップセールスもお願いをしたいと思っております。 

 また、各府県の方にもぜひこの大会には参加をしていただきたいと思っております。 

 ちなみに、参考の資料として４ページの、先に回りますが、兵庫県さんの方でペナ

ン大会の大会視察をご検討されております。県民の方々に参加していただく取組とい

うことでございますが、なかなか交通の事業者の方も独自の商品化は今のところない

わけでございます、そういう意味で、商品化に向けた取組を事業者と連携して企画を

されておりまして、そういうパックツアーということですけども、ご検討されており

ます。 

 また、シンボルアスリートといった形でトップアスリートの方にもご同行いただく
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ような形でのご企画もされているところでございます。このパックにつきましては、

何も兵庫県だけじゃなくていろんな方でも使えますので、ぜひ多くの都道府県の皆様

方にも、政令市の皆様方にもご参加をいただけたらありがたいと思っております。 

 また２ページに戻っていただきたいと思います。 

 引き続きまして、マーケティングにつきましても、今後、第２次の協賛がスタート

しております。しっかりと協賛企業獲得の継続的な取組をしながら大会価値を高めて

いく取組も行って参ります。 

 また、レガシーの創出ということで、これを機会に生涯スポーツとか観光とか地域

の活性化の取組をしっかりやっていきたいと思っておりますし、多くの方々、団体が

地域活動等を通じて大会を盛り上げていただくためのＴＳＵＮＡＧＵプログラムとい

うのをこの４月から動かしてまいりたいと思います。 

 次に、オープン競技の開催決定等でございます。国体等ではデモスポーツと言って

おりましたけれども、この大会、我々の大会、正式競技は32競技、55種目決まってお

りますけれども、これを盛り上げるためのその他の競技、各種の競技の開催を大会の

１年前から、そして大会後の８月までオープン競技で盛り上げていければなと思って

おります。（２）に書いておりますように、昨年の12月にもご報告させていただきま

したけれども、９競技、これに加えまして、一昨日、新たにまた９競技を決定させて

いただいております。今年の12月にはまた第３次募集という形で決定をしております

ので、また多くの競技を決定していきまして、盛り上げていきたいなと思っておりま

す。 

 ３つ目でございます。我々の主催しておりますイベント、３月に開催されるイベン

トを挙げております。お手元の後ろにそのチラシをつけさせていただいております。

また後ほどご覧いただきたいと思いますが、１つには「Ｒｏａｄ Ｔｏ ワールドマス

ターズゲームズ2021関西 ＴＳＵＮＡＧＵ ｉｎ 洲本」ということでございます。こ

れは兵庫県の洲本市さんと、それからアスリートネットワークの洲本のトップアスリ
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ートの方々と、それから兵庫県の実行委員会等ということで、共催あるいはご後援い

ただきながら開催するものでございます。大会を契機とした地域の活性化の取組のス

タートという形でさせていただきたいと思っております。トップアスリートの方に多

く参加していただくことになっております。 

 ２つ目は、ワールドマスターズゲームズ2021関西体験型スポーツイベント、これは

今年で２回目でございますが、一昨年前からグランフロント大阪のうめきた広場で開

催をしております。今年もたむらけんじさんを総合ＭＣに迎えましてさせていただい

ております。非常にこれまでも好評でしたので、これも継続的にやれればなと考えて

おります。 

 以上でございます。今後ともワールドマスターズの推進につきまして積極的に進め

てまいりますので、連合委員会の皆様方にも引き続きご支援のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

 以上でございます。 

○広域連合長（井戸敏三）  私からもお願いでございますが、４ページに書いてお

りますように、シンボルアスリートのもとに、引率をこの方々にやっていただく、そ

して、パックツアーは誰でも申し込めるという仕掛けにしておりますので、ぜひマレ

ーシア・ペナンに行って、そして、今度は関西に来いという働きかけをしてきたい、

できればと、こう思っておりますので、どうぞよろしくご協力をお願い申し上げたい

と存じます。 

○広域連合長（井戸敏三）  20万円前後だということで今のところはご理解いただ

いたらありがたいと思います。 

 それでは次は、第１回のフォローアップ委員会の開催結果とか広域行政のあり方検

討会の開催ですとかは資料をつけておりますが、説明は省略させていただきます。 

 それではその次、資料７のＳＤＧｓプラットフォームの活動についてご報告をさせ

ていただきます。本部事務局お願いします。 
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○事務局  ご説明いたします。資料７をご覧ください。昨年12月に設立されました

関西ＳＤＧｓプラットフォームの活動状況につきまして、既に実施されたもの、もし

くは今、予定されているもののうち、広域連合にかかわるものについて簡単にご報告

を申し上げます。 

 まず、２月19日にＳＤＧｓプラットフォームの情報発信のためのホームページを開

設いたしました。アドレスはこちらでございますので、またご覧になっていただきた

いと思います。 

 それから、活動の内容といたしましては、直近では３月８日から３月10日にかけま

して実業家の方々で構成されます民間団体で実行委員会を設けまして、ハッピーウー

マンフェスタ2018というのが開催されます。これは関西だけではなく東京、仙台、そ

れから名古屋、そして大阪と、この４カ所で開催される割と大きな規模のものでござ

いまして、これは国連が制定した国際女性デー、３月８日にあわせてそれを広めるた

めの活動ということでございまして、近畿経産局、関経連、大阪府、大阪市等ととも

に関西広域連合も後援いたします。なお、３月８日はＢＩＥの視察団もちょうど来ら

れますので、その歓迎についてもこの実行委員会の方で一定の対応をしていただける

ということでございます。 

 それから、３月22日、次の連合委員会と同日でございますが、プラットフォームの

分科会として、近畿経産局の方が立ち上げました関西ＳＤＧｓ貢献ビジネスネットワ

ークのキックオフ会合がございます。 

 先ほどのハッピーウーマンについては別紙１として付けておりますので、またご覧

になっておいてください。 

 それから、このキックオフにつきましては別紙２の方に資料がございますので、詳

細はそちらをご覧になってください。これはビジネスの視点からＳＤＧｓを促進する

ことを目指すというビジネスネットワークでございまして、それの協力としましてＪ

ＩＣＡ関西とともに共催で名を連ねてございます。詳細は別紙２でございます。 
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 それから、30年の５月から12月、30年度に入ってからですが、ＳＤＧｓ貢献キャラ

バンというのをこのＳＤＧｓ貢献ビジネスネットワークの事業として近畿経産局がや

りたいということで、目的については、関西の企業等のＳＤＧｓに関する先進的な取

組について、それの情報共有をもって企業や団体の、企業の価値の創造やイノベーシ

ョンの創造の促進をやっていきたいということでありまして、一緒にやりたいと、自

治体と一緒にということで広域連合に協力依頼が来ております。それで、５月から順

次、関西でずっとやっていきたいということでございまして、最初に兵庫県にご協力

いただけるということでお伺いしております。よろしくお願いいたします。あと、引

き続き各構成団体の方でご協力をいただければということでございます。 

 概要につきましては、こちらに記載しているとおりでございます。 

 以上でご報告を終わります。 

○広域連合長（井戸敏三）  ＳＤＧｓについても協力をしていこうということで、

私が何かメンバーに参加させられております。どうぞよろしくご協力をお願いしたい

と思います。 

 続きまして、関西健康・医療創生会議のシンポジウムを開催いたしますので、お知

らせをしたいと思います。 

○事務局  資料８をご覧ください。関西健康・医療創生会議では毎年１回シンポジ

ウムを開催しております。本年度はご覧のとおり、３月26日午後に大阪国際会議場で

の開催を予定しております。今回はこれまで３カ年にわたりまして中心テーマとして

議論しておりました「健康・医療ビッグデータを具体的に産業界や行政がどのように

活用できるか」というのをテーマに開催したいと考えております。ビッグデータの活

用は、在宅介護とか遠隔医療、健康寿命延伸など、構成府県市の皆様方の実務にも関

係してくる内容でございますので、年度末で大変厚かましいお願いでございますけれ

ども、各府県市様におかれましては５名から10名を目途に参加いただければ幸いでご

ざいます。 
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 ご説明は以上でございます。 

○広域連合長（井戸敏三）  どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 続きまして、カンタス航空の直行便就航に伴いまして、オーストラリアを訪問して

いただきました。山下副委員、よろしくご報告ください。 

○副委員（山下晃正）  資料９でございます。昨年のトッププロモーションで実現

しましたカンタス航空の直行便の関係でございまして、先方からのお招きもあって訪

問をさせていただきました。13名の方、本当にありがとうございました。 

 結果といたしましては、こちらから向こうへ行っておられる方も増えているという

ことでございまして、向こうからの送り込みをさらに強化したいというお話と、便数

の増加の検討をしていただくというような実りのあるプロモーションができたと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○広域連合長（井戸敏三）  ありがとうございました。ご苦労さまでした。オース

トラリアとの関係、こういう形でさらに交流が深まっていくことを期待したいと思い

ます。 

 続きまして、はなやか関西「文化の道」フォーラムの開催結果について、引き続き

お願いします。 

○副委員（山下晃正）  はなやか関西「文化の道」フォーラムですけども、資料10

でございます。 

 初めて関西圏を飛び出して東京で開催をさせていただきました。２月３日でござい

ます。東京の観世能楽堂で「ものがたり街道～三十三所巡礼～」をテーマにお話をさ

せていただいて、会場いっぱいの方に来ていただきました。やはり関西の文化と、モ

ノからコトへと、物語へというようなお話が非常に今の時代に合ってるなと感想を持

った次第でございます。 

 以上でございます。 
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○広域連合長（井戸敏三）  ありがとうございました。東京で理解をしてもらう機

会をつくるというのはこれからもできるだけ心がけたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 続いて、鳥取県のドクターヘリの愛称が決まりましたので、飯泉委員の方からお願

いします。 

○委員（飯泉嘉門）  資料11をご覧いただきたいと思います。 

 いよいよ今月の26日から関西広域連合７機目のドクターヘリとなります鳥取県のド

クターヘリ、こちらが移管をされます。基地病院につきましては、鳥取大学医学部附

属病院、米子市であります。 

 そして、守備範囲につきましては、鳥取県全域と兵庫県の北西部、また、隣接とな

ります島根県、岡山県、広島県、半径70キロ圏内にかかるところを管轄とさせていた

だいております。 

 また、愛称につきましても、11月22日から12月20日まで行いました結果、全国から

337件寄せられたところでありまして、千葉県船橋市の方の「ＫＡＮＳＡＩ・おしど

り」、ちなみにオシドリは兵庫県の県鳥であります、失礼しました、鳥取県の県鳥で、

兵庫県は違いました、下に書いてありますね。 

○広域連合長（井戸敏三）  コウノトリ。 

○委員（飯泉嘉門）  コウノトリと、あと「はばタン」でした。大変失礼いたしま

した。ということで、これからはこのＰＲをする場合には必ずこの愛称も同時にＰＲ

をしていったらどうだろうかということがありますので、こうした点についてもご協

力をよろしくお願いを申し上げたいと存じます。 

 以上です。 

○広域連合長（井戸敏三）  「おしどり」を可愛がってまいりましょう。 

 それでは続きまして、「第九」の演奏会についてお願いいたします。 

○委員（飯泉嘉門）  これは私の方から皆様方にお礼を申し上げたいと存じます。 
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 ベートーベン「第九」アジア初演から今年がちょうど100周年となるところであり

まして、ちょうどそのページにありますが、その他のところにありますように、２月

６日に安倍総理とドイツのシュタインマイヤー大統領が首脳会談におきましてベート

ーベン「第九」アジア初演100周年を日独双方でＰＲをしようと、外務省が認定をす

る「ＤＡＩＫＵ2018」記念事業の指定が行われるのでありますが、本来、原則は３月

１日以降の事業となっておりますが、この２月12日、アスティとくしまで行われまし

た。この時からということで、第１号の指定となりました。そして、関西広域連合の

皆様方には、ホップ・ステップと過去２回にわたり、そして今回のジャンプ、全部で

3,000名の合唱団のうち796名が関西広域連合からということで、大阪府の368名をは

じめとして大変なご協力をいただいたところであります。 

 また、徳島県と友好提携を結んでいるドイツ・ニーダーザクセン州、昨年10周年を

迎えましたが、100名の高校生の合唱団、また、台湾からインバウンドで50名の合唱

団にもお越しをいただき、国際色豊かに行わせていただきました。その時のプログラ

ムも後ろの方につけさせていただいておりますので、ぜひご参考に。この中に実はこ

の外務省が指定をするロゴ、ベートーベンが漫画チックに書かれているところが最終

ページ手前のところにございますので、またご覧をいただければと。ちょうど名簿の

最終ページの下のところになります。 

 また、もう一つ参考までに。実は、徳島県のアンテナショップが東京にあります、

「ターンテーブル」を今回、２月４日新たに開設をいたしまして、今、全世界から集

まるインフルエンサー、特に渋谷に集まるということがございまして、こちら、奥渋

谷の方にマルシェ機能、そしてバル、交流機能、そしてレストラン、さらには２階か

ら５階につきましてはホテル機能と、四位一体の新しいアンテナショップ、オープン

をさせていただきましたので、ぜひお越しをいただければと思います。こちらはＰＲ

となります。 

 「第九」の方につきましては本当にありがとうございました。心から感謝を申し上
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げたいと存じます。 

○広域連合長（井戸敏三）  ありがとうございました。なかなか随分立派な「ター

ンテーブル」をつくられたんですね。 

○委員（飯泉嘉門）  はい。 

○広域連合長（井戸敏三）  宿泊施設もあるんですか。 

○委員（飯泉嘉門）  はい。実は、渋谷区はラブホテルの規制条例がありまして、

なかなか普通のビジネスホテルがつくれないというのがありました。渋谷とも最終的

には協定を結ぶ、目の前が渋谷区の公園になりますので、新しい形を、そして、東急

の皆さん方に渋谷を、一大再開発をしておりますので、東急あるいは渋谷区と連携を

する形でオープンと、また、宿泊が非常に足りないといった面につきましてもこうし

た形、丸ごと徳島という形でオープンをさせていただきました。 

○広域連合長（井戸敏三）  これは徳島の人しか利用できないんですか。 

○委員（飯泉嘉門）  いえいえ、もうどんどん。ということで、今日はそのＰＲと。

県議会の皆さん方からも、関西広域連合の議員さんもおられますので、ぜひこの場で

ＰＲをすべきじゃないかという提案をいただいて、早速提案をさせていただいており

ます。 

○広域連合長（井戸敏三）  ありがとうございました。 

 今回の90回の関西広域連合の委員会、予定しておりました議題は以上でございます

が、特にご意見等ございましたらお願いします。 

 それでは、午後から議会もありますので。３月22日に次回の連合委員会を開催させ

ていただきます。場所は大阪府の咲洲庁舎をお借りすることにいたしておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。併せまして、広域行政のあり方検討委員との意見

交換も実施いたします。 

 以上で第90回の委員会、終了とさせていただきます。ご協力ありがとうございまし

た。 
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○事務局  それでは、記者の皆さん、もし質問ありましたら受けたいと思います。

いかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○ＮＨＫ記者  ＮＨＫの野上と申します。 

 松井知事に質問です。Ｇ20の協力要請について、連合長からも全面的に協力すると

いうお話ありましたけれども、今の所感はどうでしょうか。 

○委員（松井一郎）  大変ありがたい話だと思ってます。Ｇ20も万博もそうですけ

ど、これ、大阪府・大阪市だけのイベントではありません、もう関西全体でやはり盛

り上げていく関西全体の１つの大きなイベントという捉え方を僕もしてますので、関

西が１つになってこのＧ20並びに万博誘致獲得を目指していきたいと思ってます。 

○事務局  よろしいですか。他にございませんか。 

 はい、どうぞ。 

○日本海新聞記者  日本海新聞の山本と申しますけれども、井戸連合長にお聞きし

たいんですが、先ほど報告でありましたドクターヘリの新しい愛称、今回、「ＫＡＮ

ＳＡＩ・おしどり」ということで報告ありましたけれども、改めてこの愛称に対する

受けとめと、今後この愛称をどうＰＲされていきたいかというのを伺えますでしょう

か。 

○広域連合長（井戸敏三）  先ほど飯泉担当委員からもご説明いたしましたように、

ドクターヘリ７機、関西広域連合で運航することで全地域をカバーすることになりま

した。そして、それぞれの７機に愛称がついてますので、これをやはり理解していた

だく、もっと人口に膾炙するようにしていきたいということで、できるだけＰＲを進

めていきたいと思います。 

 それと、ドクターヘリの利用状況が、特に３県ヘリ、京都と兵庫と鳥取で運航して

おりますこの３県ヘリが1,600回ぐらい利用しているんですね。ですから、交通事情

が悪いということもあるんですが、この辺、運用をこれからどういうふうに考えてい
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くのかというのが課題にもなるのかな。 

 ただ、一方で、そのおかげで豊岡の救急部門の医療体制が非常に整ったということ

もございまして、ドクターヘリの効果というのは医師の確保にもつながってるという

点もありますので、できるだけ活用をしながら効率的な運用に努めていくということ

が課題になってくるのかな、こう思っております。 

○日本海新聞記者  ありがとうございました。 

○事務局  他にありませんか。 

 それではこれで終わらせていただきます。ありがとうございました。 

閉会 午後０時１５分 


